
ル イ ス ・キ ャ ロ ル を,今 訪 ね て

笠井 勝子 ・ 大入木 敦彦

1ダ ーズ ベ リ

今は亡き人物の足跡を訪ねるのは,過 去へ

の旅に他 ならない。眼前に広がる風景は確か

に現在のものなのだが,本 当の眼は過去に向

け られている。現在の風景の中に,過 去の風

景 を見いだ し,失 われた時をよみがえらせな

が ら,い わば二重の風景の中で旅 を続けなけ

れ ばならない。

ルイス ・キャロル,本 名チャールズ ・ラ ト

ウィッジ ・ドジスンは1832年1月27日 にチェ

シャー州ダーズベ リの牧師館で生 まれた。ダ

ーズベ リは,キ ャロルの生 まれた当時人口200

人ほどの小村であったが,今 日でも,よ ほど

詳細な地図でなければ見つけ られないような

小 さな村であることに変わ りはない。地理的

にはイングラン ド西部マージー川の上流付近

に位置 し,ほ ぼ対岸には リバプールがある。

ノンセンスによってそれまでの童話の類型を

くつがえしながら,児 童文学の永遠の名作 と

して世界中の子供ばか りか大人にも愛読 され

る 『ア リス』の作者の生誕地 と,そ れまで市

民権 を得 ていなかったロックという若者の音

楽によって,今 世紀のあらゆる文化に一大革

命 を引き起こしたビー トルズの故郷が,こ れ

ほど接近 しているのは興味深いことだ。(ジョ

ン ・レノンの幼い頃の愛読書が 『ア リス』で

あったことはつ とに知 られているし,彼 の傑

作 『ルーシー ・イン ・ザ ・スカイ ・ウィズ ・

ダイアモンズ』が 『ア リス』のイメージに貫

かれていることも周知の とおりである。)

リバプールは無論,ビ ー トルズを観光産業

の 最 大 の 資源 に して い て,一 歩 街 を歩 け ば,

彼 らに 関 す る絵 は が きや 地 図 や ガ イ ドブ ッ ク

は いや お うな く目に 入 り,博 物 館 も車 の ツ ア

ー もあ る
。 そ れ に 比べ て ひ っ そ り と した ダ ー

ズベ リは,目 下 そ れ ら を準 備 中 とい う と こ ろ

だ 。 キ ャ ロ ル の 生 家 は1883年 に 焼 失 し,そ の

跡 地 自体,1990年 に 発 掘 さ れ,最 近 公 開 され

た ば か りな の で あ る。 こ の ダ ー ズベ リ牧 師館

はか つ て 村 の 中心 か ら1マ イ ル 半 ほ ど離 れ た

小 高 い 丘 の 上 に 立 っ て い た。 キ ャ ロル は1860

年 に 厂炎 の 中 の顔 」("FacesintheFire")と

い う詩 で この 地 を回 想 して い る。

Anislandfarm'midseasofcorn,

SwayedbythewanderingbreathofmorrL

ThehappyspotwhereIwasborn.

(孤島のような田舎の家よ

朝の気まぐれな風に波打つ実 りの海の

只中に浮かぶ楽園で私は生 まれた)

今,こ の跡地に立つ と,風 は草原の海を吹

き,小 高い丘はそれだけで孤島のように感 じ

られる。 ここには,今 引用 した詩の一節を刻

んだ長方形の石碑 と,キ ャロルの生誕地であ

ることを説明する2枚 のパネルの他には何 も

な く,は るばるこの地 を訪ねて来た者はいさ

さか途方に暮れて立ちつ くすか も知れないが,

ある意味でこの漠 とした空間ほど,キ ャロル

にふ さわしい ものはないだ ろう。『鏡の国』

にエピローグとして付 した詩 を,"Life,what

isitbutadreamP"(人 生は夢に過 ぎない)
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の一行 で閉じた彼の生涯が,ま さしく夢のよ

うなものであったことを,こ のしん と静ま り

返った跡地は何 よりも強 く感 じさせ るからだ。

キャロルが後年 この地を再訪 して,牧 師館

が火災に合 う前に,そ の遠景 を撮 った写真が

残 されているが,そ れ と見比べても今 日の 自

然の景観 はほとんど変わっていない。彼が11

歳になるまでの間,毎 日眼にしていたこの周

囲の風景は,1世 紀半以上経った今 もほ とん

ど変化 していないと思われる。遙かにつづ く

なだらかな丘の起伏 といちめんの緑の海。後

年アリスと共に 「地下」へ潜 り,地 下の不思

議の国を安住の地 としなければならなかった

彼にとって,光 と風に恵まれた,こ の豊かな

自然の中の牧師館は,あ る意味で確かに 「楽

園」だったかも知れない。

現在,牧 師館のだいたいの間取 りは,地 面

に煉瓦や石で印されている。館は1820年 頃に

トーマス・ハ ドック(ThomasHaddock)と

いう建築家によって建てられたのだが,そ の

設計図が残 されているのだ。決 して裕福 とは

言えぬ ドジソン家にとっては,ま ず十分な広

さを持った館のはずだったが,こ こへ来て以

後10人 の子供が生まれるに至っては,さ ぞか

し狭苦 しい暮 らしを余儀な くされたことだろ

っ。 その っえキャロルの父,チ ャールズ ・ド

ジスンは終身牧師補 としての給料だけでは足

りず,村 の子供 を集めて学校 を開 くというよ

うな,い わばアルバイ トをしなければ家計が

成 り立たなかった。父,チ ャールズはオクス

フォー ド大学を優等で卒業 した秀才だったが,

ダーズベ リに赴任 してから,聖 職禄 を与えら

れたクライス ト・チャーチに対 して給料の増

額を訴える手紙をたびたび書いている。長男

であるキャロルにとって 「楽園」であったこ

の地は,父 のチャールズに とっては 「苦園」

で しかなかったに違いない。幼いキャロルに

父の苦悶を知 る由はなかったか も知れないが,

堅忍かつ厳格な父チ ャール ズも家族に対 し

て … 少な くとも子供に対 して,自 らの苦

悩 を見せ るようなタイプでは決 してなかった。

驚 くべ き感情の抑制力 と平衡感覚 を持ち,家

族愛 も深い後年のキャロルの性格 は確かに父

親ゆず りの ものだろう。

人間の精神が形成 される極めて重要な10歳

以前の子供時代を過 ごした,こ のダーズベ リ

での日々に関 して,あ まり多くのことは知 ら

れていない。カタツム リやヒキガエルが好 き

だったとか,木 登 りをした り泥灰土の採掘場

を探検 したという,家 族の思い出話が残され

ているくらいである。けれど少な くとも,前

述のキャロル自身の詩 を信ずるなら,ま だ創

作を始める以前の彼にとって,十 分幸福な時

代 であったことは確かである。

牧師館について当時をしのばせ るものが,

ただ一つ残 っている。それは修復 された井戸

だ(写 真1)。

写真1ダ ーズベ1丿牧師館跡の井戸

井戸には現在は,テ ィーポットに入ったヤ

マネの図柄の鉄格子で蓋がされてお り,無 論

水は涌いてはおらず,底 には乾いた土が見え

た。兎の穴でこそないが,あ る意味で物語の

入 り口となる 「地下」への通路だけが,こ の

ようにはっきりと残 されたわけである。

ダーズベ リでは現在,「 ルイス・キャロル ・

センター」を準備中であ り,村 の一角に立つ

煉瓦による倉庫のような建物の扉には,既 に

「センター」の看板 もかけられている
。ここで

詳 しい資料が収集,公 開されれば,今 後キャ

ロルのダーズベ リ時代にも新たな光が投げか
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けちれるに違いない。

ダーズベ リの村の中央部には,父 チャール

ズが奉職 していたオール ・セインツ教区教会

がある。煉瓦造 りの古びたたたずまいの教会

だが,こ ちらも当時のままで残されているの

は塔の一部 に過 ぎず,大 部分は1870年,即 ち

ドジスン家がこの地を離れて27年 後に作 り直

されたものであ り,更 に1932年 にはキャロル

の生誕100年 を記念 して新 しいステン ドグラ

スが設置された(写 真2)。

写真2オ ール ・セインツ教区教会の

ステン ドグラス

このステン ドグラスには,ジ ェフ リー ・ウ

ェッブ(GeoffreyWebb)の デザインで,キ

リス ト生誕の場面が描かれている。5分 割 さ

れた窓の中央に赤児のキリス トが寝かせ られ,

向か って左端の窓にキャロルとア リスの姿が

見える。キ・ヤロルの方は,今 日彼の肖像 とし

てよ く用い られる28歳頃の写真 とかなりよ く

似 た表情 と姿勢であ り,お そらくこれをモデ

ルにして,服 を着せ換え,写 真では本 を持っ

ている手 を祈 りの姿勢に して敬虔に合わせる

ようにしたのでないかと思われ る。ア リスの

方は,無 論テニエルの有名な挿画にこれ と同

じ絵はなく,似 たような構図は幾つか見つか

るのだが,全 体の雰囲気からすると『鏡の国』

の第3章 で子鹿の首を抱 くア リスの姿に最:も

近いように感 じられる。ここは,い わゆる「名

無 しの森」のエピソー ドであ り,二 つのア リ

スの物語全編 を通 じて唯一ア リス と周囲の存

在に温かな心の交流が感 じられる場面 として

有 名 だ が,そ の 意 味 で も,キ リス トの 誕 生 を

見 守 る彼 女 の姿 に移 し換 え るに は ふ さ わ しい

と言 え る。 そ して これ らの 窓 の 下 部 に は,ド

ー ドー や
,き せ る を吸 う芋 虫 な ど,お な じみ

の キ ャ ラ ク ター が並 ん で い る。100年 を経 て キ

ャ ロ ル た ち の姿 は,こ の ダー ズベ リへ 戻 っ て

来 た わ け だ が,当 時 父 の チ ャ ー ル ズ は,何 と

か して待 遇 の 悪 い この 地 を 出 よ う と必 死 に な

っ て い た 。 彼 が ダー ズベ リへ 赴任 して16年 目,

辛 抱 の か い あ り念 願 か な っ て,一 家 は ヨー ク

シ ャー 州 ク ロ フ トへ 引 っ越 す こ とに な っ た。

ク ロ フ トの セ ン ト ・ピー ター ズ教 会 へ 派 遣 さ

れ た の は 父 チ ャー ル ズ に とっ て栄 転 で あ り,

キ ャ ロ ル に とっ て も人 生 の 最 初 の転 機 とな っ

た。

2ク ロ フ ト

キ ャ ロ ル が ク ロ フ トへ き たの は,1843年,

11歳 の と きで あ る。 翌 年 か ら リッ チ モ ン ド ・

ス クー ルへ 入 り,テ イ ト校 長 の 家 に寄 宿 生 と

して世 話 に な る。1846年 に は,ラ グ ビー 校 へ

入 学 し,3年 間在 学 した。1949年 の終 りに ク

ロ フ トへ 戻 る と,父 親 と同 じオ ク ス フ ォー ド,

クラ イ ス ト ・チ ャ ー チ に入 るた め の 準 備 をす

る。1850年5月23日 に は,入 学 許 可 が 下 りた 。

しか し,学 部 生 の た め の 部 屋 に は余 裕 が な く,

空 き を待 つ こ とに な る。 学 生 も教 官 も学 寮 に

住 み 勉 学,生 活 を す るた め,住 む部 屋 が な け

れ ば,入 学 は 許 可 さ れ て も 自宅 待 機 をす る こ

とに な る。 そ こ で再 び ク ロ フ トに戻 って き た。

大 学 に入 る前 の,気 楽 な7か 月 は,後 に な っ

て み れ ば,彼 に とっ て母 の 傍 で過 ごす最 後 の

時 間 とな っ た 。

母,フ ラ ン シス ・ジ ェ イ ンは 翌1851年,1

月26日 午 前3時 に 亡 くな っ た 。 これ まで わ か

っ て い る伝 記 で は,キ ャ ロ ル は ク ラ イ ス ト ・

チ ャ ー チ の 父 の 友 人 で学 寮 内 の 自分 の部 屋 の

一 部 を使 わせ て くれ る こ とに な
っ た ジ ェ イ コ
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ブ・リーの元に来て,1月24日 にコモナー(自

費学生)と して登録 をすませ,そ の2日 後に

母の悲報を受け取 り,急 いでクロフ トに戻 っ

たということになっている。 しか し,今 日,

キャロルのすべての選品 と著作権の管理者で

あるフィリップ ・ドジスン ・ジェイクス氏の

元に残 されている記録の中には,キ ャロルの

妹マーガレッ トの手で,「今 日母が亡 くなっ

た。チャールズ(キ ・ヤロル)は オクスフォー

ドへ戻った。」 とい う記載が見つかっている。

このメモが果たしてどんな意味をもっ ものか,

別に改めて検討 したい。

クロフ トの教会は,「聖ペテロ教会」 とい

う。建物はす ぐ脇を流れるテイーズ川か ら掘

り出したといわれる赤 と白の砂岩でできて'お

り,一 部は遠 くアングロ ・サクソンの時代に

遡る。また外壁にはローマ時代の印が残 る。

アングロ ・サクソン時代の教会はその名前に

「聖ペテロ」または 「聖ペテロと聖パウロ」の

名前を冠 したものが圧倒的に多い。それぞれ

の聖人に捧げてその庇護を願ったものである。

1066年 のノルマン征服以後,'そ の影響は遠 く

北のこの地方の教会にまで及び,根 こそぎの

打撃 を与えた。 クロフ トの教会は,建 物の部

分部分に.古い時代の痕跡を残 している。

キャロルの父がクロフ トの聖職碌 を与える

との知 らせ を受けたのは1843年1月12日,時

の首相 ロバー ト・ビニルか らであった。手紙

の最後には速やかに着任するようにともあっ

た。そこで,ク ロフ ト教会への昇進のため強

く働 きかけて くれた リボンの司教ロングリー

の元へ行き,そ こからめ 日帰 りで初めてクロ

フ トの地 を訪れている。その時の印象は弟ハ

ッサー ド・ドジスンに宛た手紙で伝わってい

る。それによれば,教 会の布教活動がかな り

等閑にされているという印象を受けたようで,

着任後は,や るべ きことを実行に移 してい く。

それがために,地 元の有力者であ り,先祖代々

教 会 の パ トロ ン で あ る ウ ィ リア ム ・チ ェ イ タ

ー 卿 と悉 く対 立 し
,し か も妥 協 を しな か っ た 。

具 体 的 な 内容 に つ い て は,M.Y.ア シュ ク ロ フ

トの 編 纂 した地 ρ6欝(ヅ 翫γ 賜11毎 窺C1吻 吻7

(1771～1847)の 中 の22通 の 手 紙(1844年1月

15日 か ら翌 年3月15日 の 間 に 交 さ れ た)に 詳

しい 。

この 手 紙 の 記録 か ら直 ぐに 連 想 され るの は,

キ ャ ロル とテ ニ ス ン の 間 の 激 しいや りと りで

あ る。 こ ち らの 方 は こ とば じ りを捉 え て,相

手 の 意 図 を汲 も う と しな い 双 方 の 短 気 な とこ

ろ が もろ にぶ つ か っ て い るの だ が,'サ ー ・ウ

ィ リア ム と ドジス ン 師 のや り と りは ど うみ て

も,地 元 の有 力 者 の 長 年 の 馴 れ か ら くるわ が

ま まに 対 して,新 任 の依 師 信 「 歩 も譲 らず,

教 区 監 督 牧 師 と して の信 念 を貫 い た。 そ れ に

して も,前 任 者 の ジ ェ イ ム ズ ・ ドー ル トンが

い か に 従 順 に この パ トロ ン の 言 い な りに な っ

て い た か,手 紙 の1つ に うか が え る。 サ ー ・

ウ ィ リア ム の意 を受 け て新 聞 に は,ド ジ ス ン

師 中傷 の 投 書 まで あ ら わ れ た 。 パ トリオ ッ ト

新 聞 に 載 っ た 『ピ ュー ジー 主 義 に対 す る反 発 』

と題 す る記 事 の一 部 をみ よ う。

ThelateMrD-rectorofthisplacewas

akind-heartedandbenevolentman,inrela-

tion,atleast,tothetemporalwantsofhis

flock.Hewasaclergyman,however,of

theoldschool,andnevertroubledhimself

abouteitherPuseyismoranyotherizm's,

andlivedontermsofgoodneighbourhood

withthefewdissenterswhohappenedto

resideinthelittlevillage.Hissuccessor

isamanofaverydifferentstamp-arabid

churchmanihtentuponcrushinganyform

ofdissentwhichmaydaretoappearwithin

hisprecincts.

こ こでD一 牧 師 とは,前 任 者 の ドー ル トン の

こ とで あ る。「故D一 師 は心 のや さ し い,有 徳 の

人 物 で した 。、少 な く と も教 区民 の そ の 時 々 の
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必 要 に対 して は。 師 は伝 統 的 な教 え に 基づ く

牧 師 で,ピ ュ ー ジー 主 義 だ の その 他 の 如何 な

る 主 義 に も関 わ りが あ り ませ ん で した。 小 さ

な 村 の 中 に 意 見 の 合 わ な い もの が い た と して

も,そ の 者 た ち と仲 良 くや って お りま した 。

そ の 後 任 者 は,こ れ とは全 く違 う狂 信 家 で,

自分 の 近 隣 に何 か 少 しで も意 見 の 違 い の き ざ

しが あ れ ば,す ぐさ ま これ を根 絶 し て か か る

よ うな 宗 教 家 で あ ります 。」

後 任 の 狂 信 家 とは,ド ジ ス ン 師 を指 して い

る。 記事 の な か で は さ らに続 い て,日 曜 日の

教 会 で の で きご と を挙 げ て い く。 誤解 と事 実

無 根 の こ と で あ るの は,ド ジ ス ン 師 が 説 明 を

す る ま で も な か っ た 。 意 固地 に な っ たサ ー ・

ウ ィ リア ム は た ま りか ね て リボ ン の 司 教 に 手

紙 を書 く。 しか し,こ ち らか ら も冷 た く一 蹴

され る とい う一 幕 もあ る。 書 い た手 紙 の 内容

は,ド ジ ス ン師 の 説 く教 義 が,今 様 の ピ ュー

ジー 派(オ ク ス フ ォー ド運 動 と一 致 す る)に

属 す る もの で,英 国 国教 会 の教 義 に 反 す る,

とい う も の だ っ た。 こ れ に 対 して1845年1月

9日 付 け で リボ ン 司教 の ロ ン グ リー は サ ー ・

ウ ィ リア ム に 対 し て次 の よ うに 答 え て い る。

....Iamsorry[yourletter]should

containarequestwhichneithermyduty

normyinclinationallowmetocomplywith

_.Ihavenowknown[MrDodgson]

intimatelyforupwardsoftwentyyears.I

hadopportunitiesofbeingwellacquainted

withhisministerialcharacterduringhis

seventeenyears .incumbehcyatDaresbury;

andthemeansofmoreclose&intimate

acquaintancewithhistheOlogicalopinions

duringtheeightyearshehasactedasmy

examiningchaplain-andIcanmostconfi-

dentlyaffirmthatheisathoroughlysound

&orthodoxdivineoftheChurchofEng-

land,andanuncompromisingopponentof

theerrorsoftheChurchofRome.

「お手紙にあることは
,私 の職務か らいっ

ても,心 情からいっても賛同 しかねることで

す。 … ドジスン師については私は20年 以

上にわたり親 しくし,よ く存 じてお ります。

教区で彼がその勤め をどのように果 たして

いるかは,過 去17年 に及ぶダーズベ リ在任時

代 を通 じて十分に見聞 してお ります。 さらに

リボンの私の下では7年 間審査司祭を勤めて

もらってお ります。以上のことを通 じて,ド

ジスン師が英国国教会の聖職者 として,非 の

うちどζろ無 く健全かつ伝統的な信条の持ち

主 であること,ま たローマカ トリック教会の

過誤に対 しては,妥 協 しない者であることを,

私は自信 をもってお伝 え致 します。」(Rψ θ鴬

のヂ8疹γ レレ711毎"¢C1霞ソ彡oγp.306)」

前任者 ジェイムズ ・ドール トン時代の聖ペ

テロ教会は,「説教 は日曜日に一回。そのため

教会へ行けるのは朝の礼拝だけ。教区民は700

人を上回るが,教 会にきている子供 たち,つ

まり何 らかの宗教教育を受けている子供たち

は,わ ずか35人 。聖餐式は年に5回 だけ」 と

なっていた。 ドジスン師にすればこれは憂 う

べ き状態であ り,そ の改善に乗 り出したこと

を,狂 信的 と非難され,チ ェイター卿 との意

見の対立 をきたし,従 来のや り方に固執する

卿の主張を無視 した結果,中 傷を受けたか ら

といって挫けてはお られない。 リボンの司教

ロング リーか らの信頼 と後だては心強かった

にちがいない。

クロフ ト教会の建物の内部は,身 廊の北側

にミルバンク家のための特別席が中空に張 り

出している。現在はクリスマスページェン ト

の折 りに空に天使が現われて歌 をうたう場所

として使われているくらいで,実 際の礼拝席

としては使用 していない。濃い赤のビロー ド

のカーテンが付いて,正 面の説教壇に対 して

は横向 きに見下ろす格好 になっている。この

ような席で礼拝をす るのは不謹慎,と い う意

識はなく,眼 下で礼拝する貧 しいものたちが
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献金の前に周囲 を見回してから財布 を開ける

とい う不敬 な行為を防 ぐ役に も立ち,ま たこ

うした特別席を教会内に確保 して支払われる

料金は教会の大 きな収入源でもあった。1815

年にアラベ ラ ・ミルバンクと結婚 したバ イロ

ンは蜜月を,ホ ルナビー ・ホールで過 ごして

いるか ら,日 曜 日には礼拝のためにミルバ ン

ク家のこの特別席に姿を見せたことがあるか

もしれない。 ミルバンク家の墓所は,北 の翼

廊の床下を占める。南の翼廊の方はチェイタ

ー家の墓所になっている。歴史をたどると,

クリス トファー ・チェイターが婚姻によりク

ロフ トに根を下ろしたのは15世 紀の初めのこ

とであった。妻エ リザベスはクレアボウ家唯

一の女子相続人だった。この家系は,ク ロフ

トにあっては13世 紀前半まで遡 り,当 時か ら

クレアボウ家は聖ペテロ教会のパ トロンであ

る。婚姻によりクレアボウの財産 と地位 を引

き継いだチェイター家は,今 日に至るまでク

ロフ トでその役割を守っている。

クロフ トに赴任 した時,ド ジスン師は43歳

の働 き盛 りであった。教区民に対する彼の熱

心は,ナ ショナル ・スクールの設立について

もウィ リアム ・チェイター卿 と悉 く対立 をき

たした。学校創立の報告書には,「チェイター

卿は教区で教育のためご自身に任 されている

年4ポ ン ド4シ リング4ペ ンスの費用を,男

子教員に預け られた」 とある。言い替えれば,

英国国教会の教義に基ずいて設置 された学校

の設立者で,監 督責任者であった教会の主任

牧師 ドジスン師にではな く,そ の被雇用者た

る一教員に任せ たのである。(詳 細は,『 クロ

フ ト・ナショナル ・スクール創立事情』(1995

年笠井勝子)を 参照。)チェイター卿 とドジス

ンの対立は,著 しくこじれたまま,し かし上

述の リボン司教の手紙で両者の22通 の書簡に

よるや りとりは1845年3月15日 付けを最後に

終わる。この年の10月7日 にクロフ トナ ショ

ナルスクールは開校式を行 ない無事にスター

トし た。 チ ャー ル ズ ・ドジス ン着 任 の1年 半

後 の こ とで あ る。

サ ー ・ウ ィ リア ム は1771年 生 ま れ で この 時

72歳,キ ・ヤ ロル の 父 チ ャー ル ズ ・ ドジス ン は

1800年 生 ま れ,年 齢 の差 は29歳 で,年 長 者 と

して は 新 参 者 に 対 す る文 句 な しの 服 従,と い

う期 待 感 が す っ か り裏 切 られ た の で あ る。

1856年1月2日,キ ・ヤ ロル は 日記 に,「 ジ ョ

ン ・チ ェ イ ター 氏 と食 事 を した 。 こ ん な こ と

を した の は初 め て だ 。 ジ ョン ソ ン氏 と息 子 さ

ん の奥 さん,そ れ に シ ンプ ス ン 氏 に会 っ た 。

思 っ て い た よ り も楽 し い人 た ち だ っ た。」と書

い て い る。 「こん な こ と を し たの は,初 め て」

と い う こ とば で,父 親 同 士 の不 仲 の ため に,

次 の 世 代 も交 流 が な か っ た こ とが わ か る。 ウ

ィ リア ム ・チ ェ イ ター は1847年 に 亡 くな っ て

い るが,こ の よ うな機 会 が 訪 れ る ま で に9年

間 か か っ た の で あ る。 息 子 の ジ ョ ン ・ク レ ア

ボ ウ ・チ ェ イ ター は1806年 生 ま れ で あ るか ら,

む し ろ キ ャ ロル の 父 に近 い 年 齢 で あ った 。

1950年3月,牧 師 館 の 改装 工 事 の 際 に,3

階 の床 下 か ら,写 真 に見 る よ う な 品 々 が 出 て

きた 。 お そ ら く,越 して きて 寝 室 の天 井 を上

げ た 時 に,そ こへ 置 い た の で あ ろ う。 教 会 の

祭 壇 脇 の 小 部 屋 に保 管 さ れ,特 別 に取 り出 し

て 並 べ られ た(写 真3)。

写 真3ク ロフ ト牧 師館床 下 に

納 め られて いた 品々

ヘ ア ピ ン,ま ま ご との テ イ ー ポ ッ トの 蓋 ,

子 供 用 の 刺 繍 の 入 っ たハ ン カ チ,小 さ な 白 っ

ぽ い素 焼 き のパ イ プ,折 り畳 み の 小 型 ナ イ フ,
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母親の筆跡 とされる紙切れ,説 教の断片,ロ

ブスターの甲羅,ク ロシェ編のピン,ス クラ

ブルのS,キ ャップ形金属の指貫,子 供用白

いレースの手袋片方,黒 い子供靴左片方。ダ

ーズベ リか ら引っ越して きて改修工事 をした

時に,家 族ひとりひ とりに関わる品を床下に,

それこそおまじないのように納めたもので,

子供のキャロルが入れたといわれている。 し

か し,そ うならば,こ こに数えるものは,全

部で13点 である。1843年 に移 ってきた一家は,

この年ダーズベ リで生まれたヘ ンリエッタを

入れて子どもたちは10人,両 親共で12人 家族

であった。この後,ク ロフ トで末っ子のエ ド

ウィンが生まれているが,そ れは1846年 であ

る。 とすると,13番 目はだれだったか。ダー

スベ リから使用人の うち一人だけ家族 と共に

クロフ トへ移ったものがいる。ヴァインとい

う名前の女性であった。おそらく,こ の人を

含めて,新 しい牧師館の生活を始めた家族を

この品々が象徴 しているのであろう。

当時11歳 だった少年に,創 作の花を咲かせ

る将来への予感があったのか,そ れはわか ら

ないが,床 下からあらわれた品々の中に,そ

の後生 まれた物語の道具立てはそろっている。

3オ クス フォー ド

クライス ト・チャーチ学寮の正 門は,夜9

時の グレイ ト・トムの鐘の音 とともに閉ざさ

れ る。鐘は学生の数だけ,101回 鳴る。この ト .

ム ・ゲイトか らマーキュリの噴水 を右手に見

て,左 奥へ廻ってい くと,右 手裏の建物が図

書館である。一階は受け付けの机に司書がお

り,左 右に閲覧室がある。二階は2,3階 を

合 わせた高さで,天 井まで書架が届 く。ガラ

スのケースが2,3と,机,コ ピー機が隅に

あるほかは,何 もない広間である。キャロル

が司書に相 当す るような仕事 をしていたとい

うサブ ・ライブラ リアンの仕事場は,こ の広

間を囲む南側の部屋の一つで,窓 からは学寮

長館の庭が望める。さらに階段 を上がると最

上階は,シ ャッターを下ろして黴 くさい書架

が並ぶ書庫になっている。ア リス ・リデルの

外出着 を奥か ら出して見せてもらった。裾は

後にやや長いが,上 半身か ら推測すれば,小

柄 な人であったらしい。海老茶色 というか,

赤味 を帯びたチョコレー ト色の服で,裾 裏に

は,保 存のため薄い当て布が荒 く留めてある。

結婚す る前,彼 女が学寮にいた当時のもので

あるという。

キャロルの資料は2階 のガラスケースと鍵

のかかった専用の本箱に収 まっている。昨年

の9月 に司書の交代があり,現 在,資 料は予

め請求 をしておかなければならないし,,出 さ

れた書籍は1階 の大机で,古 代の大法典 を広

げているそばで,ノ ー トを取ることになる。

相当調べ尽 くされた ドジスンならびに リデル

家の資料でも,出 版になっているものは一部

にす ぎない。特に,キ ャロルがアリス ・リデ

ルに与えた写真アルバム,ラ スキンに手ほど

きを受けていたア リス ・リデルの描いた水彩

画帳2冊,ア リス ・リデルがこどものころに

収集 した著名人らのモノグラムをきれいに張

り付けたアルバム,リ デル学寮長の退職の際

に記念品を送 った関係者の氏名を連ねた目録

のアルバム,キ ャロル 自身の手になる写真の

グラス ・プレイ ト9枚,そ れにテニスンが絶

賛 した と伝えられる 「乞食姿のア リス ・リデ

ル」の写真。これは革製で両開きになってい

る赤茶色の特別 なケースに収めてある。写真

はキャロルが頼んで着色 をさせたもの。 これ

ちは,初 めて直かに目にするものであった。

当時,ギ リシャ,ロ ーマの歴史,美 術に造詣

が深い とされたジョージ ・リデルを父とし,

絵画はラスキンの手ぼどきを受けたというア

リス ・リデルの水彩画集が2冊 ある。風景画

がほとん どで,一 部に人物のスケッチがある。

画集の一つはブルー一色の濃淡で樹木や山,
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湖 水 を描 い て い る。 写 実 的 で 遊 び が な い た め

硬 い 印 象 は あ るが,端 正 な 画 風 で あ っ た。

今 回 の 調 査 の対 象 は,キ ャ ロル が 残 した ス

ケ ッチ と手 紙 で有 名 に な っ た ガ ー トル ー ド ・

チ ャ タ ウエ イが,そ の 晩 年81歳 の 時 に 書 い た

『ル イ ス ・キ ャ ロル の 思 い 出 』Memoriesof

:LewisCarrollbyA.G.Atkinson(Mrs.T.D.

Atkinson)で あ る。 ア トキ ン ス ン と い うの

は,ガ ー トル ー ドの 結 婚 後 の姓 で あ る。 ク ラ

イ ス ト ・チ ャ ー チ 図 書 館 所 蔵 の もの は,1948

年3月13日 のハ ンプ シ ャー ・ク ロニ ク ル に掲

.載 した もの を,縦 横17cm×9cm,表 紙 を含 め

て8頁 の 冊 子 と して リプ リン トを し た もの で

あ る。 頁 は3か ら 始 ま っ て7ま で,Three,

Four,の 文 字 で そ れ ぞ れ の 頁 下 に は い っ て い

る。 キ ャ ロル の 手 紙,特 に こ ど もに 出 し た愉

快 な 手 紙 を編 纂 し,出 版 した の は,エ ヴ リン ・

ハ ッチ に よ る手 紙 集 が 最 初 の もの で あ る。 そ

の 中 に 納 め られ た ガ ー トルー ドま た は母 親 宛

の 手 紙 は 全 部 で9通 あ るが,1948年 の ガー ト

ル ー ドの 『思 い 出』 に は,そ こ に 入 っ て い な

い 手 紙3通 と彼 女 自身 の 回想 録 が つ い て い る。

書 き だ し部 分 は1874年 の 夏,ワ イ ト島 の サ ン

ダ ウ ン で あ る62階 のベ ラ ン ダ で朝 の 空 気 を

胸 い っ ぱ い に 吸 い込 む キ ャ ロル と,そ の 姿 を

見 つ け て隣 家 のベ ラ ン ダ に飛 び 出 して くる少

女 ガ ー トル ー ドとの 出 会 い の描 写 に始 ま る。

Imaginethesea-sideatSandownintheIsle

ofWight,whe艶10dgingsstretchedalong

thefrohteachwithitsbalconyontheupper

floorandstandingin'alittle暮ardenwith

stepsleadingdownontotheshore .Imagine

alittlegirlabout81/2absolutelyentran-

cedwiththelodgernextdoor.Toherhe .

seemedquiteanoldgentleman.Inthe

morninghecameoutontohisbalcohy

breathingintheseaairasifhecouldnot

getenough;andwheneversheheardhim

comingshewouldrushoutontotheba1一

conytoseehim.Afterafewdayshe

spoketoher:"Littlegirl,whydoyoucome

sofastontoyourbalconywheneverIcome

outP"``Toseeyousniff."shesaid .``Itis

lovelytoseeyousnifflikethis"一 ニーshe

threwupherheadanddrewintheair.

Thusbeganalongfriendshipwhich

6ndedonlywithhisdeath.

「あ れ は
,ワ イ ト島 の サ ン ダ ウ ン の 海 岸 で し

た。 夏 の 家 は どれ も2階 にバ ル コ ニー が つ い

て い て,庭 が あ り,庭 か ら は浜 辺 へ 下 り る段 々

が つ い て い ま した。 女 の 子 は8歳 半 で した 。

そ して お 隣 の 人 に興 味 津 々 。 そ の 子 の 目に移

っ た お 隣 さん はず い ぶ ん 年 配 の紳 士 に見 え ま

し た。 朝 に な る と,そ の 人 はバ ル コニ ー に 出

て 海 の 風 をい っぱ い,ど ん な に吸 っ て も吸 い

足 りな い み た い に,吸 い 込 ん で い ま した 。 い

つ も,そ の人 がバ ル コ ニー に 出 て く る音 が す

る とす ぐに,そ れ を見 よ う と して 女 の子 は 自

分 の 方")バ ル コニ ー に 飛 び 出 して い くの で し

た。 何 日か 経 つ と,そ の 人 は女 の 子 に 話 か け

ま した。「お じ ょ う ち ゃん,ど う して ぼ くが バ

ル コ ニー に 出 て くる'とそ っ ち のバ ル コニ ー へ

飛 び 出す の?」 「お じ さん が,息 を い っ ぱ い 吸

うの をみ る た め よ,こ 一 ん な に して」 一 そ

うい う と女 の 子 は 顔 を空 に 向 け て 空 気 を う一

ん と吸 っ た の で す 。・

こ う して 始 まっ た 長 い交 流 は,死 が 終 わ り

を告 げ る ま で続 き ま し た。」

モ ー ト ン ・コ ー エ ン が1979年 に 出 版 し た

1156頁 の手 紙 集 は;ガ ー トル ー ドに宛 た キ ャ

ロ ル の 手 紙 を20通 収 録 して い る。 最 初 め 手 紙

は1875年10月13日 に ク ラ イ ス ト ・チ ャー チ か

ら 出 した もの で,ガ ー トル「 ドが9歳 の時 で

あ っ た 。・コー エ ン の 手 紙 集 に あ る最 後 の 書 簡

は,1895年1月1日 に ギル フ ォー ドの チ 土 ズ

ナ ッ ツ か ら 出 レ た も の で あ る。 ガ ー トル ー
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ド ・チ ャ タ ウエ イ は1866年 に 生 まれ,1951年

に亡 くな っ た 。 キ ャ ロ ル との 出会 いか ら最 後

の手 紙 ま で,交 流 は実 に20年 に及 ぶ。『思 い 出』

の最 後 の部 分 で 彼 女 は,そ の こ とに ふ れ て,

次 の よ うに 書 い て い る。

Manypeoplehavesaidthathelikedchil-

drenonlyaslongastheywerereallychil・ ・

dren,.anddidnotcareaboutthemwhen

theygrewup.Thatwasnotmyexperi-

ence;wewerewarmfriendsalways.I

thinksometimesmisunderstandingscame

fromthefactthatmanygirlswhengrown

updonotliketobetreatedasiftheywere

stil110yearsold.PersonallyIfouidthat

habitofhisveryrefreshing.Ididnotsee

himofteninthelastyearsofhislife

becauseIwasso.muchofthetimeabroad;

bUtthememoryofhimwillalwayslbea

verygreathapPinesstome.

「多 くの 人 は
,ル イ ス ・キ ャ ロル にっ い て 子 ど

もに しか 関 心 が な い,子 ど もの 時 を過 ぎて 大

人 に な っ た もの た ち の こ と を心 に か け て い な

い,と 言 っ て い ます 。 わ た しの 経 験 か らい い

ます と,そ れ は 違 い ます 。 キ ャ ロ ル とわ た し

に は いつ も暖 か い友 情 が あ りま した。 キ ャ ロ

ル に 対 して 誤 解 が 起 き るの は,女 の 子 は た い

て い 大 人 に な る と,'い つ まで も10歳 の こ ど も

の よ うに扱 わ れ た りす るの を好 ま な い,と い

う こ とだ と思 い ます 。 私 自身 は,キ ャ ロル の

そ ん な とこ ろ が,と て も新 鮮 に感 じ られ ま し

た。 彼 の 晩年 に は,わ た しは 外 国 に い る こ と

が 多 か つ た の で,あ ま り会 う こ とが あ りませ 「

ん で した。 で も,ル イ ス ・キ ャ ロ ル の 思 い 出

は い つ ま で も私 に とっ て大 き な喜 び で あ りま

し ょ う。」

キャロルがクライス ト・チャーチで住んぢ

部屋 は トムクォッ ドを囲む北西の一角にある

ステアケイス7を 上がった3階 と4階 である。

窓 か ら は セ ン ト ・オ ル デ イ ツ教 会 を斜 向か い

に見 る こ とに な る。 一 部 屋 の サ イ ズ は 格 別 に

大 き い もの で は な いが,複 数 の 寝 室,書 斎,

居 間,食 堂,ク ロー ゼ ッ トな どが2つ の 階 に

また が っ て あ り,,内 階 段 で 続 い て い る。 部 屋

の外 の 廊 下 の 突 き 当 た りに あ る4号 室 が ダー

ズベ リ以 来 の 友 人 で,先 輩 の トマ ス ・ヴ ィ ア ・

ベ イ ン の部 屋 で あ っ た。 キ ャ ロ ル,と い う よ

り もチ ャ ー ル ズ ・ラ トウ イ ッ ジ ・ドジ ス ン が

占め て い た 部 屋 は クラ イ ス ト ・チ ャ ー チ の 中

で も一 番 上 等 で,彼 の 前 の 住 人 は ビ ュー ト卿

とい っ た 。

4ラ ンダ ドノウ

北 ウ ェ ー ル ズ の ラ ン ダ ドノ ウ は ヴ ィ ク ト リ

ア期 か ら既 に著 名 な保 養 地 で,キ ャ ロ ル よ り

もア リス ・リデ ル に 多 くの 関 わ りを持 つ 土地

で あ る。 そ もそ もは ア リス の 父 で あ るヘ ン リ

ー ・ジ ョー ジ ・リデ ル が
,1846年 に 妻 ロ リー

ナ と新 婚 旅 行 で こ の 海 浜 の 地 を訪 れ た の が始

ま りだ っ た61861年 の復 活 祭 に,夫 妻 は8歳

の ア リス を含 む5人 の 子 を連 れ て,ノ ー ス ・

パ レー ドの 館 に滞 在 した 。 こ れ が 現 在 の セ ン

ト ・タ ドノ ウ ・ホ テ ル で あ る。 この 周 辺 は,

今 日訪 れ る と,海 岸 の プ ロ ム ナー ドに沿 う て

ホ テ ルや 商 店 の立 ち並 ぶ に ぎや か な通 りで,

い か に も 「海 浜 保 養 地 の 女 王 」 と称 さ れ るに

ふ さ わ し い リゾー ト感 覚 に あ ふ れ て い る。 オ

クス フ ォ ー ドの ク ライ ス ト ・チ ャー チ学 寮 長

で あ っ た ア リス の 父 は,よ ほ ど この ラ ン ダ ド

ノ ウが 気 に 入 っ た ら し く,こ の年,先 に訪 れ

た 北 海 岸 と は反 対 の 西 海 岸 に 土地 を買 い,翌

年 に は ゴ シ ッ ク様 式 の 邸 宅 を建 て た。「ペ ン モ

ー フ ァ」(Penmorfa)と 呼 ば れ た こ の屋 敷:は

後 年 売 却 され,現 在 は 改 装 さ れ て ゴ ガー ス ・

ア ビー ・ホ テ ル とな って い る(写 真4)。

か つ て こ のペ ン モ ー フ ァ に は,グ ラ ッ ドス

トー ンや マ シ ュー ・ア ー ノル ドら,そ うそ う
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写真4ゴ ガー ス ・ア ビー ・ホ テル

た る 人物 が 訪 れ た の だ が,肝 心 の キ ャ ロル に

つ い て は 不 思 議 な こ とに,あ ま り よ くわか っ

て い な い 。1858年 か ら1862年 に か け て の キ ャ

ロル の 日記 は,周 知 の よ うに 現 存 しな い し,

現 存 す るそ れ 以 降 の分 に は ラ ン ダ ドノ ウに 関

す る記 載 は 見 つ か ら な い の だ 。 本 人 の証 言 が

得 られ な い 以上,周 囲 の証 人 の 言 葉 に 耳 を傾

け る しか な い。 デ レ ク ・ハ ドス ンの 伝 記 に よ

る と,ア リス 自身 が キ・ヤ ロ ル と ラ ン ダ ドノウ

で遊 ん だ こ と を記憶 して い た とい う(邦 訳 『ル

イ ス ・キ ャ ロル の 生 涯 』p.125)。 も っ と もこ

れ は 資 料 的 に も不 確 か で,ハ ドス ン 自身 こ の

件 に 関 して は,か な り懐 疑 的 な 態度 を とっ て

い る。 ラ ンダ ドノウ で 「ラ ビ ッ ト ・ホ ー ル 」

を営 む ミュ リエ ル ・ラ トク リフ は,当 時 ペ ン

モ ー フ ァ を訪 れ て,リ デ ル3姉 妹 の 肖像 を描

い た 画 家 の ウ ィ リア ム ・リ ッチ モ ン ド(WiL

liamRichmond)が,画 を制 作 中 に キ ャ ロル

が い た,と 後 年 回 想 した こ と を紹 介 して い る。

だが 同 時 に,ア リス の姉,ロ リー ナ が キ ャ ロ

ル は来 た こ とが な い と語 って い る こ と も紹 介

され,結 局 確 証 は得 られ な い とい うの が 実 情 .

なの だ 。

来 た とい う証 拠 が な い か わ り,来 な か っ た

とい う証 拠 も な い の だが,実 際 上 キ ャ ロル の

来 訪 が 否 定 的 に 扱 われ る の は 致 し方 な い 。 と

こ ろ が それ に もか か わ ら ず,現 在 ラ ン ダ ドノ

ウ の 町 は キ ャ ロル との 関 係 を主 張 す る モ ニ ュ

メ ン トで あふ れ て い る。 ゴ ガー ス ・ア ビー ・

ホ テ ル の そ ば に は,1933年 に建 て られ た 白ウ

サ ギ の 像 が あ るが,そ の 台 に 刻 ま れ た碑 銘 は,

`Onthi
sveryshoreduinghappyrambles

withlittleAliceLiddel1,LewisCarrollwas

inspiredtowrite ...'「 幼 い ア リス ・リデ ル

を連 れ て,こ の海 岸 を散 策 中 に ル イ ス ・キ ャ

ロ ル の脳 裏 に物 語 が 浮 か び … 」 と読 め る

し,海 岸 沿 い の さ らに そ の 先 に あ る救 世 主 の

教 会 に は,1912年 に奉 納 され た 洗 礼 盤 が あ り,

そ れ は 「ラ ン ダ ドノウ を こ よ な く愛 した ル イ

ス ・キ ャ ロル に捧 げ る」 もの とさ れ て い る。

ハ ドス ン は ,R・L・ グ リー ン の よ うに キ・ヤ

ロル の 来 訪 を完 全 に否 定 して は い な い が ,そ

れ で もラ ン ダ ドノ ウ の観 光 産 業 ぶ りを 「お 国

自慢 」 の 「空 騒 ぎ」 と揶 揄 して い る。 何 れ に

せ よ,決 定 的 な 資 料 が 見 つ か ら な い 限 り,こ

の 問 題 は 今 後 と も研 究 の 課 題 と し て残 るで あ

ろ う。

と こ ろ で ま っ た く別 の 観 点 か ら,し か しあ

る意 味 で 正 統 の文 学 的 な 視 点 か ら,キ ャ ロ ル

とラ ン ダ ドノ ウ の 関係 を考 え る試 み が あ る。

そ れ は伝 記 的 資 料 で は な く,作 品 自体 に こ の

地 の 面 影 を求 め る もの で,例 え ば 『ア リス』

の 中 に背 景 と し て見 られ る海 岸 の 景 色 とラ ン

ダ ドノ ウ の 類 似 を指 摘 す る試 み で あ る。『ア リ

ス』で海 辺 が 描 か れ るの は2箇 所,『 不 思 議 の

国』 の 第9章,に せ 海 亀 の場 面 と,『 鏡 の 国』

の 第4章,セ イ ウチ と大 工 の場 面 だ 。 ど ち ら

の 場 面 に もテ ニ エ ル の 挿 画 が つ い て お り,そ

れ を見 る と,実 際 に ゴガ ー ス ・ア ビー ・ホ テ

ル の 前 に 広 が る砂 浜 は,前 者 の 巨大 な岩 の こ

ろが る海 岸 とは か な り違 うが,後 者 の 荒 涼 た

る砂 浜 とは 驚 くほ どの 類 似 が 感 じ られ る。 に

ぎわ う北 海 岸 と対 照 的 に ひ っ そ り した コ ウニ

イ 湾 を望 む 西 海 岸 の,さ らに 北 端 に位 置 し,

ご っ ごつ した 岩 肌 を む き出 しに し て い るオ ル

ム 山 を背 に し た ゴ ガー ス の景 観 に は,一 種 異

様 な,こ の世 な らぬ 雰 囲 気 が あ る。 海 とは い

え,巨 大 な湖 の よ うに 静 ま りか え り,水 面 は

鏡 の よ うに た い らで ほ とん ど波 は た たず,あ
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ま りの遠浅に,潮 が引 くと,海 が消失 して新

たな陸地が出現したか と思われるほど広大な,

眺めていて途方に暮れ るほどの浜辺が現れる。

それは,あ たかも彼岸の風景 を眼前にしてい

るかのような錯覚を覚えさせ,テ ニエルの極

めて精緻ながら幻覚的な画の世界 と共通 した

ものが感 じられる。無論,こ こで大切なのは

テニエルにこれだけの幻想風景のイマジネー

ションを与えた,キ ャロルのノンセンス詩の

威力である。真夜中であるにもかかわらず太

陽が照 り輝 く,こ の海岸の風景の不気味さと,

荒唐無稽な会話を繰 り広げながら悲嘆に暮れ

て泣き続け る大工 とセイウチの姿の異様 さ。

(『不思議の国』の中で,に せ海亀 も海岸でぽ

ろぽろ涙をこぼしているのは偶然の一致か,

あるいはキャロルに とって海や砂浜は必然的

に涙 を催す場所だったのか,こ れ もまた興味

深いことだ。)もちろん,キ ・ヤロルがインスピ

レー ションを得た可能性のある海岸はランダ

ドノウには限らないし,テ ニエルがランダ ド

ノウをモデルにしたか否かに至 っては,キ ャ

ロルの方よりも立証が困難だ。それでもやは

り,こ のランダ ドノウの西海岸 をあて もなく

散策 していると,た まに砂浜でじっと寝そべ

って,こ の世 の時間から取 り残 されたように

日光浴 している人たちが,『不思議の国』や『鏡

の国』の住人のようにふ と感 じられることが

あ り,『アリス』の原風景の一つ として,こ の

地を訪れるのは無益でないと思わせ る。ペン

モー ファが建 てられた1862年 は,『不思議の

国』の契機 となる例の 「黄金の昼下が り」の

舟遊びが行われた年であ り,リ デル家がこの

屋敷を手放 した1871年 は,ア リスに対する訣

別の辞 ともいえる 『鏡の国』が出版 された年

である。

5イ ー ス トボ ー・ン

イ ー ス トボ ー ン とキ・ヤ ロ ル の 関 わ りは1877

年,彼 が45歳 の 夏 に 始 ま っ た 。 夏 を潮 風 の 中

で過 ごす た め に 海 岸 を訪 れ る人 々 の 中 に は1

か 月,2か 月 の 単位 で間 借 りをす る もの もあ

り,キ ャ ロ ル もそ の ひ と りで あ っ た。 グ ラ ン

ド ・パ レ イ ド44の グ ロー ヴ ナ ー ・ハ ウ ス に 宿

泊 して 家 を探 して い た キ ャ ロル は7月31日 に

ラ シ ン トン通 り7番 地 のベ ン ジ ャ ミン ・ダ イ

アー 夫 妻 の家(写 真5)を 見 つ け る と,バ ル

コニ ー の つ い た2階 の 居 間 と続 きの 寝 室 を借

りて,食 事 と身 の 回 りを ダ イ ア ー 夫 人 に世 話

を して も ら う こ とに な る。

写真5イ ー ス トボー ン,ラ シン トン7番

キ ャ ロル は こ ど も た ち を オ クス フ ォー ドへ

招 くこ と もあ っ た が,イ ー ス トボ ー ンへ は,

そ れ よ り もさ らに 長 い 期 間 滞 在 させ て,聖 書

の 勉 強,歯 医者 通 い,砂 遊 び,散 歩,水 泳 の

練 習,芝 居,音 楽 会 を取 り入 れ た 規 則 的 な生

活 を させ た。 小 さ な こ ど もが 暮 らす ため の め

ん ど うは,家 主 の奥 さん が み て くれ た。 ラ シ

ン トン 通 りの 家 は,海 辺 に直 接 面 して は い な

か っ た が,海 は近 く,日 曜 日に通 う教 会 も歩

い て15分 ほ ど の所 に あ る。 クラ イ ス ト ・チ ャ

ー チ とい う名 前 の教 会 で
,地 元 の石 を利 用 し

た,古 風 で 珍 しい建 物 で あ る。

ロ ン ドン か ら招 い た こ ど も の 中 に,イ ー

ザ ・ボ ウ マ ンが い た。 彼 女 は イー ス トボー ン

で 過 ご した 時 の こ と を 『ル イ ス ・キ ャ ロ ル の

思 い 出』(丁 舵S'oη げLθ 漉sCα γ701♂孟014

カ γy∂ 既9ρ60μ θ の2物6彪 α1/41ゴ66勿

防 η467`侃4;1899,後 の 出 版 で はL6ω ゑs

C僻7011、4sIκ η6z〃H珈 と書 名 が変 わ る)
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に綴 って い る。初 め の 書 名 『不 思 議 の 国 の ほ

ん と うの ア リス が 語 る こ ど もの た め の ル イ

ス ・キ ャ ロ ル物 語 』 は,イ ザ ベ ラ ・ボー マ ン

が ロ ン ドン の グ ロー ブ劇 場 で,『不 思 議 の 国 の

ア リス 』 の 主 役 を演 じ た とい う こ とか らつ い

た と思 わ れ る。後 に そ れ を 『ル イ ス ・キ ャ ロ

ル の 思 い 出 』 と改 め た の は,ア リス の モ デ ル

が ア リス ・リデ ル で あ った こ とを知 っ た ため

で あ ろ う。

イー ザ の 好 き な 日課 は ラ シ ン トン通 り7番

の 家 か ら近 い デ ヴ ォ ン シャー ・公 園 プ ー ル で

水 泳 の 練 習 をす る こ とだ っ た 。 キ ャ ロ ル は そ

の後 で 必 ず歯 医 者 へ 行 くこ と を条 件 に して,

水 泳 を させ て い た 。 毎 日歯 医者 に行 っ て 歯石

を取 り,生 涯 丈 夫 な 歯 を して い る こ と をキ ャ

ロ ル は こ の時 イ ー ザ に 身 につ け させ た。1899

年 の 『ル イ ス ・キ ャ ロル 物 語 』 の 中 で彼 女 ぽ

次 の よ う に述 べ て い る。 .

Hehadgreatideasupontheimportance

ofaregular 、andalmostdailyvisittothe

dentist.Hεhimselfwenttoadentistashe

wouldhavegonetoahairdresser's,andhe

insistedthatallthelittlegirlsheknew

shouldgo,too.Theprecautionsounds

strange,andonemightbelinclinedtothink

that:LewisCarrollcarriedittoanunneces-

saryIength;butIcanonlybearpersonal

witnesstothefactthatIhavefirmstrong

teeth,andhaveneverhadatoothachein

mylife.

「キ ャ ロル は 規 則 的 に
,で き れ ば 毎 日歯 医

者 へ 行 く こ とが 大 切 だ,と 考 え て い ま した。

自分 で も,歯 医 者 に は散 髪 に行 くの と同 じ く

らい に 通 っ て い ま した。 そ して,こ ど も た ち

に は,し っか り歯 医 者 に行 く よ う に と,う る

さ く勧 め る の で した 。 この 用 心 は 余 計 に 思 え.

る で し ょ う し,ル イ ス ・キ ャ ロ ル は度 が過 ぎ

る と思 い た くな るで し ょ う。・け れ ど も,私 自

身 これ まで 歯 が 丈夫 で,歯 痛 とい う こ と を経

験 した こ とが な か っ た の は,キ ャ ロ ル の お か

げ で あ り,彼 が正 しか っ た こ との 証 に な っ て

い る と思 い ま す 。」

イ ー ザ が 歯 医 者 の 前 に 通 っ て い た プ ー ル

(DevonshireParkBaths)は 現 在 使 わ れ て い

な い。 間 も な く取 り壊 され て そ の 姿 を消 す こ

とに な っ て い る。 こ ど も た ち と遊 び,こ ど も

た ち を ス ケ ッ チ し,お 話 を聞 か せ た キ ャ ロル

は,歯 医 者 の 例 に み る よ うに,广た だ 優 しい だ

け の 大 人 で は な く,よ い 生 活 習 慣 を 身 に つ け

させ た。

そ の一 方 で,こ ど もの プ ラ イ ドを傷 つ け る

こ と を しな い よ うに配 慮 した 。 イー ザ が イー

ス トボー ン で過 し た 頃 の 日課 に つ い て,彼 女

は 次 の よ うに 書 い て い る。

Therewasoneregularandfixedroutine

whichhardlyevervaried,andwhichIcame

toknowbyheart;andIwillwrite・an

accountofithere,andaskanylittlegirl

whoreads』it,ifsheeverhadsuchasplendid

timeinherlife.

Tobeginwith,weusedtogethpvery

earlyindeed.Ourbedroomdoorsfaced

eachotheratthetopofthestaircase.

WhenIcameoutofmineIalwaysknewif

Imightgointohisroomornotbyhis

signa1_..Thenweusedtogodowhstairsto

breakfast,
,afterwhichwealwaysreada

chapterout「oftheBible.SothatIshould

rememberit,Ialwayshad .totellittohim

afterwardsasa广Stdryofmyown.

イー ザ の 話 で は 一 日の 日課 が さ ら に続 い て,

と りわ け好 き で は な い の に 必 ず行 か され た 午

後 の 散 歩 で ビー チ イヘ ッ ド とい う と こ ろ ま で

往 復 歩 い た こ と,そ の途 中疲 れ る と腰 を下 ろ

して,ハ ン カ チ で動 物 を作 っ て遊 ん だ こ と,

森 に住 む 妖 精 の 話 に耳 を傾 け た こ と,ビ ー チ

イヘ ッ ドの岬 に あ る海 岸 警 備 小 屋 に着 くと,

お 茶 と ロ ッ クケ ー キ・をお や つ に 食 べ た こ と,
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しか もキ ャ ロ ル は 「イ ー ザ は い つ も食 べ す ぎ

る」 と言 って ケー キ は 一 つ お 茶 は 一杯 しか 許

し て くれ な か っ た こ とな ど を書 い て い る。

さ らに 次 の くだ りは,夕 方 家 に戻 って きて

か らの こ と で あ るが,

Wegenerallygotbacktodinnerabout

sevenorearlier.Hewouldneverletme

'
changemyfrockforthemeal,evenifwe

weregoingtoaconcertortheatreafter-

wards.Hehadacurioustheory、thata

childshouldnotchangeherclothestwicein

oneday.Hehimselfrnadenoalterationin

hisdressatdinnertime,norwouldhe

permitmetodoso.Yethewasnotbyany

meansanuntidyorslovenlyman.:Hehad

manylittlefadsindress,_.

「7時 頃 ま で に夕 食 に戻 っ て き ます 。 キ ャ

ロル は絶 対 に 食 事 の た め に 服 を着 替 え こ とを

させ ませ ん で した。 た と え そ の後 で 音 楽 会 や

お 芝 居 に行 くよ うな場 合 で も。 変 わ っ た考 え

方 を して い て,こ ど も と い う もの は 一 日の う

ちに 服 を取 り替 え る もの で は な い,と い うの

で す 。 自分 で も,食 事 の 前 に着 替 え る こ とを

し ませ ん で し たか ら,私 に もそ う させ なか っ

た の で した 。 け れ ど も,服 が 乱 れ て い た り,

だ ら しな か っ た り,と い う人 で は決 して あ り

ませ ん。 服 装 に は,い ろい ろ と小 さな こだ わ

りを もっ て い ま した。」

こ の箇 所 に つ い て単 純 に 読 め ば,お そ ら く

キ ャ ロ ル の牧 師 館 育 ち とい う もの か ら くる,

生 来 の質 素 の 気 風 の現 わ れ,と 想 像 され る。

と こ ろ が,イ ギ リス の,例 え ば 『キ ャ ロル の

伝 記 』 や 『ア リス ・リデ ル の 伝 記 』 を著 わ し

て い る ア ン ・ク ラー ク ・ア モー に尋 ね る と,

ま っ た く別 の解 釈 を お こな っ て い る。 ア ン ・

ア モ ー は,「 この 時 代,舞 台 に 出 て い る子 役 た

ち は 貧 しい 家庭 の 子 ど もで あ っ た とい う こ と

が,前 提 に あ る。 つ ま り,イ ー ザ が イー ス ト

ボー ン に来 た とき に,そ の 鞄 の 中 に どれ ほ ど

の 着 替 え が は い っ て い た か 。 さ らに,キ ャ ロ

ル 自 身 は 身 ぎれ い で,服 装 に は気 を使 う人 で

あ っ た とい う こ とは,い ろ い ろ な 人 が 証 言 し

て い る の で あ る。 とす れ ば,服 を取 り替 え な

い よ うに させ た の は,む し ろ数 少 な い 衣 服 の

こ とで,小 さ な イー ザ に 肩 身 の狭 い 思 い を さ

せ な い よ う にす る た め の キ ャ ロ ル の 配 慮 とみ

え る」 と。 確 か に こ れ が 的 を得 た解 釈 で あ ろ

う。

1877年 か ら亡 くな る前 年,1897年 の 夏 まで,

20年 の 間,イ ー ス トボ ー ン は キ ャ ロル に と っ

て,ま た,招 か れ た数 多 くの こ ど もの 客 人 に

とっ て,思 い 出 多 い 幸せ の 海 辺 に な っ た。

妹 た ちの 住 む ギ ル フ ォー ドへ 向 け て,キ ャ

ロル が 最:後 に イー ス トボー ン を立 っ た の は,

1897年10月14日 木 曜 日の こ とだ っ た。

6ギ ル フォー ド

今 日,キ ャロルの終焉の地 として知 られる

サ リー州 ギルフォー ドは,彼 にとってクロフ

トか ら移 って以後30年 近 く住み,結 果的に半

生を過 ごした土地であ り,自 宅のあった場所

としては最 も長 く,そ れだけ結びつ きの深い

ところである。オクスフォー ドに奉職 して以

後,キ ャロルの活動の拠点が クライス トチャ

ーチであったことは周知の事実だが,そ の間

もクロフ トの自宅に帰ることは決 して少な く

なかった。毎年 クリスマス、と復活祭,そ れに

夏休みの間はイングラン ド北部にあるこの自

宅で,兄 弟姉妹 と共に過ごすのが習慣 となっ

ていた。こうして住み慣れたクロフ トの牧師

館を引き払 うことになった第一の理由は,父

チャールズ ・ドジスンの死である。母フラン

シス ・ジェインは,既 にキャロルが クライス

ト・チャーチに入学してまもな く死亡 してい

た。こうして,長 男であった36歳 のキャロル

は,1868年 か らドジスン家の家長 としての責

任を負 うことになったのである。当時クロフ
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トの家には,上 は40歳か ら下は25歳 までの未

婚の姉妹が7人 と,お ばのルーシーがいた。

キャロルは6月21日 の父の訃報を受け取 って

以後2ヶ 月ほどクロフ トに滞在 し,8月 には

ギルフォー ドに家を見つけ,9月 にクロフ ト

を引き払って,11月 にはギルフォー ドの家へ

移っている。キャロル という人物は,そ の少

女愛や,彼 自身のいつ まで も青年の ように

若々しい白皙の肖像写真か ら,ひ たす ら研究

と文学 とに閉じ込 もり,実 際上の生活では無

能であったようなイメージさえ持 たれるが,

それは誤 りである。オクスフォー ドでの彼 を

観察すると,意 外に社交的で活発であるうえ

に,後 には学寮運営に関して大胆不適 とも思

える反骨の行動 も起 こす し,教 授社交室の運

営にも関わって成果 を上げていた。ギルフォ

ー ドへの転居に関 しても,彼 は家長 としての

責任を十分認識 し,ま ことに素早い決断 と行

動力を示 しているのがわか る。

25年 間,住 み慣れ,ダ ーズベ リ以上に故郷

と感 じ,父 母の魂が眠っているクロフ トの地

を離れることは容易でなかったと予想される

が,オ クスフォー ドからあまりに遠す ぎると

いう理由に加え,キ ャロルの胸中には新天地

を求める積極的な気持 ちもあったに違いない。

当時彼は 『不思議の国』を刊行 して世 に名声

が広 まり始めている頃で,第2作 の『鏡の国』

の構想 を練っている最中だった。柳の下のど

じょうでは済まないという強い信念に,苦 吟

していたことが察せ られるが,転 居は想像力

にも刺激 を与えてくれたことだろう。幸福 は

常に思い出の中にある,と いういかにも内省

的で,老 人の感慨にも似た言葉は,彼 の晩年

だけでなく生涯につきまとっていて,実 際,

旅行好 きというわけではな く,一 所に落ち着

くタイプではあったが,そ れと同時に彼は,

写真術 を始め,新 奇なものにいち早 く興味 を

示 し,ま た何よりも 「冒険」好 きな少年でも

あった。

ギル フ ォー ドを選 ん だ こ とに つ い て は,オ

クス フ ォー ドや ロ ン ドンか らの 交 通 の 便 とか

友 人 ポー タ ル(G.R.Porta1)ら の勧 め とか,

色 々理 由 は挙 げ られ るが,そ も そ も ク ロ フ ト

とい う北 国か ら正 反 対 の 南 方 へ 眼 を向 け た の

はや は り心 機 一 転 の 想 いが あ った と考 え られ

る。 そ の 効 果 を示 す よ う に,ギ ル フ ォ ー ドへ

移 っ た 翌 年 の1869年 早 々 に は,ノ ン セ ン ス で

は な い 「真 面 目な」 詩 を含 む初 の 詩 集 『幻 想

魔 景 』 の 出 版 に及 ん で い る。

ギ ル フ ォー ドに お け る家 探 しの 様 子 は,キ ・

ヤ ロ ル の 日記 に詳 し く記 載 さ れ て い る し,ギ

ル フ ォ ー ド ・ハ ウ ス ・ギ ャ ラ リ ー 発 行 の

`LewisCarrollinGuildford'に も簡 に して要

を得 た 説 明 が あ るか ら こ こ で は省 くが,最 終

的 に キ ャ ロル は 「チ ェ ス ナ ッ ツ屋 敷 」 に決 め

た(写 真6)。

写真6チ ェスナッツ屋敷

ハ ドスンが 「人形の家の ようだ」 と評 して

い る,こ の小高い丘の上の屋敷は,1868年 当

時の写真で見比べても,全 体の形がダーズベ

リの牧師館 と似ているように思われる。チェ

スナ ッツ屋敷はもちろん今 日もほぼそのまま

で残ってお り,個 人所有のため内部の見学は

できないが,門 柱には記念のプラー クがはめ

込 まれている(写 真7)。

このチェスナッツ屋敷のそばにはギルフォ

ー ド城が荒れ果てた姿で残 されているが
,か

ってジョン王やヘ ンリーIII世に愛されたとい

うこの街 は,今 日歩いてみても,い かにも古

くからの歴史 と文化の染み着いた上品な奥ゆ
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写真7チ ェスナッツ屋敷のプラーク

か しさを感 じさせ,そ の中に,古 風な街並み

ゆえの一種物悲 しい雰囲気があって,当 時キ

ャロルが気に入ったのも納得できるのである。

このギルフォー ドへ転居 してから3年 後の

1871年 のクリスマスには 『鏡の国』が出版 さ

れ,大 好評で世に迎 えられた。『不思議の国』

と 『鏡の国』の比較 は,キ ャロルの研究にお

いて永遠のテーマの一つだが,前 者の 自然発

生的な自在 さに比べ,後 者の透徹 した知性に

よる完璧な制御は,し か し,一 層の論理的洗

練の中に透明で神秘的な抒情 さえ随所に秘め

てお り,そ の点で,父 の死やギルフォー ドの

風土の影響 を考える必要 もあろう。ある意味

で 『不思議 の国』はキャロルの外部にあった

が,『鏡の国』は彼の内部にある。『不思議の

国』で彼 を導いた詩神ア リス ・リデル とは,

この頃,キ ャロル とリデル家の関係が悪化 し

ていたために,思 うように会 うことができな

くなっていた。それに加 えて,幼 い頃より人

生の支えだった父の死 を見つめ,一 家の長 と

しての 自分の立場 と役割を認め,新 しい土地

で,彼 はそれまで以上に,と いうよ りも,そ

れまでとは違 った形で,自 分の内部 を見つめ

なければならなかったのである。その結果,

まさしく自分 を見つめ るもの としての 「鏡」

を通 り抜けて,鏡 の奥のもう一人の自分 と,

鏡の国 という新たな可能性の世界を見いだ し

たのである。

ギルフォー ド城の庭園の内部にある小高い

丘には 『鏡の国』の像がある(写 真8)。

写真8「 鏡を通り抜けるアリス」の像

テニエルの挿画をもとにしているのは無論

だが,良 くみると姿勢はやや異な り,顔 も実

在のある少女 をモデルにしたということで,

挿画のア リスよりもやわらかい表情をしてい

る。それ,はともか く,こ れは大変に美 しい像

で,単 なる記念碑 という以上に芸術的な独創

性を感 じさせる点で,キ ャロル関係 のモニュ

メン トの中でも一傑作 と思 う。鏡の部分は透

明な強化ガラスが用いられているが,周 囲の

緑や空の青 を映 しこんで,像 に色彩 と陰影の

無限の変化 を与えている。この像 を見る者は

まず正面を見,そ れから裏へ回って,ま た正
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面 へ 戻 る だ ろ う。 鏡 を通 り抜 け て も世 界 は 同

じで あ る こ とに 気 づ くと同 時 に,こ の 同 じ世

界 に 鏡 の こ ち ら側 と向 こ う側 とが 重 な り合 っ

て 存 在 して い る こ とを悟 るだ ろ う。 そ れ は,

この 世 は夢 だ が,夢 こ そ この 世 で あ る,と い

う認 識 と同 じ もの で あ る。

『鏡 の 国』 の巻 末 に は
,か つ て の 『不 思 議

の 国 』 の 夏 の 日 を 回想 す る詩 が 掲 げ られ て い

るが,『 鏡 の 国』の 像 の あ る庭 園 を 出 て,セ ン

ト ・メア リー 教 会 の墓 地 へ 向 か う川 辺 に は,

白い ウサ ギ が 走 り去 る の を見 つ め る ア リス と

姉 の像 が あ る(写 真9,10)。

写真9ア リスと白ウサギ

こちらの方は,そ の髪型などから,テ ニエ

ルの挿画ではな く,ア リス ・リデルの写真等

を参考に したと思われる。ウサギに眼をとら

れた一瞬の姿勢 を生き生 きと写 し取った像で,

ウサギの方 もチョッキを着こんで時計を見て

いる姿ではなく,普 通のウサギとして飛び跳

ねている。その意味で,物 語以前のア リスの

姿だが,そ の均整の とれた構成や,無 垢な感

情をうまく表現 したポーズと表情は,キ ャロ

ルが撮影 した少女たちの写真を彷彿 とさせ る。

キャロルの晩年 は長い,と 論ずる批評家も

いる。1880年 にはア リス ・リデルが結婚 し,

結婚式への列席 も拒まれ,そ れより少 し前に

は少女の裸体写真が暴露され,写 真撮影 を止

めざるを得 なくなっていたし,翌1881年 には

数学教師も辞職 しているか らだ。それはギル

フォー ドへ来て12年 目,キ ャロルは40代 の最

後の年を迎えていた。以後66歳 で病没するま

写真10ア リス と白ウサ ギ

で,著 作 の 上 で も 『ア リス』 の世 界 か ら遠 ざ

か る。 無 論 実 際 は,『 不 思 議 の 国』の 原 型 とな

っ た 『ア リス の地 下 の 冒 険』 や,幼 児 向 け に

書 き 直 した 『子 供 部 屋 の ア リス 』 を 出版 した

りし て い るが,文 学 の 著 作 で見 れ ば50代 以 降

の キ ャ ロル は 「シ ル ヴ ィー とブ ル ー ノ』 の完

成 に 全 力 を注 い だ。 彼 が こ の作 品 に,そ れ ま

で の 彼 ら しか ら ぬ愛 や 信 仰 を書 き込 ん だ こ と

を,ノ ン セ ン ス の退 化 と考 え る人 もい よ う。

だ が,見 方 を変 え れ ば,セ ン ス を否 定 す る こ

とに よ っ て 『ア リス 』 の ノン セ ンス の 世 界 を

構築 した彼 は,こ こ で さ らに ノ ンセ ン ス を否

定 し反 転 して … そ れ は セ ン スへ 戻 る こ と

で は な い … ノ ン セ ン ス を超 え た新 た な世

界 の 構 築 を 目指 して い る と も言 え る。 そ の 意

味 で は 彼 の創 造 的 精 神 は 最 後 ま で衰 え を知 ら

ず,あ く まで文 学 世 界 の 冒険 者 た らん と した

の で あ る。

だ が これ らの事 情 とは ま っ た く別 の 意 味 で,

キ ャ ロル の晩 年 は さ らに 早 く1871年 … 『鏡

の 国 』 完 成 の年 以 降 とい う こ と もで き る。 キ
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ヤロルはこの時既に遺言書 を書いているのだ。

これは財産処分に関するものだが,『鏡の国』

が出版された翌年の1873年 には,自 分 の葬儀i

に関する指示書も書いている。以後25年 間,

これ らの書面 をキャロルはそのまま保管 し続

けた。「墓石は小さく簡素なものを」というの

が彼の希望 だったが,今 日見る彼の墓 には,

白い大理石 の十字架が立てられていて,い つ

も訪れ る人の花が絶えない(写 真11)。

(
執筆担当

写真撮影

写真IIキ ャロルの墓

韈 ゼ:1:1)

これは1995年度文教大学女子短期大学部共同

研究の助成による成果を報告するものである。
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